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概    要  


















一例として，予混合圧縮着火 (HCCI: Homogeneous 































 DRG (Directed Relation Graph) 法 1，PCA (Principal 
Component Analysis) 法 2 ， CSP (Computational 
Singular Perturbation) 法 3， ILDM (Intrisic Low- 
Dimensional Manifold) 法 4，RCCE (Rate-Controlled 
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火過程を，図 1 に示す低温酸化過程 (LTO) と呼ば
れる小さな発熱過程，それが停止する負の温度係
数 (NTC) 領域，熱着火準備期間，熱着火の期間に
区分したところ，下記 (a) - (c) の知見が得られ，
炭化水素燃料の着火過程をシンプルに記述するこ
とができる可能性が見出された． 













































上死点近傍の温度領域 (700-1000 K) で燃料の着
火タイミングを正しく記述できることが要求され
る．本課題で構築した 25 化学種のモデルと 1034
化学種から構成されるモデルの予測値が要求され
る温度条件でほぼ一致することがわかる． 
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